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2023年度の取締役会の実効性の評価結果の概要について 

当社では、取締役会の実効性についてその運営面を中心として評価を行いました。 
2023年度の評価結果の概要については、以下のとおりです。 

１．評価の方法 
2024 年４月に全取締役(９名)および全監査役（５名）を対象として、取締役会の運営

面を中心としたアンケート（無記名式）を実施しました。アンケートの集計は、事務局で
ある総務部にて行い、その集約結果をふまえて取締役会において議論し、取締役会の実効
性の評価をいたしました。 

２．アンケートの項目 
2023 年度アンケートの質問項目は以下のとおりです。設問ごとに、５段階で評価する

方式とし、当該項目に関する自由記述欄を設けることで、定量的評価と定性的評価の両側
面から現状の把握と課題の抽出を図りました。 
（１）付議事項（決議事項、報告事項）
（２）招集手続（発信事項、記載事項）
（３）資料（配信時期、記載事項）
（４）説明・審議・意思決定等（説明内容、審議内容、意思決定プロセス）
（５）議事録（確認時期、記載内容）
（６）年間日程（頻度・回数・案件数、開催日）

２．評価結果の概要 
  2024年５月 10 日開催の取締役会において、以下の内容が確認されました。 

・取締役会の運営全般について、概ね適切であり、取締役会の実効性が確保されている。 
・情報提供について、事前説明があり以前より分かりやすく、充実しており、改善され
ている。一方で、取締役会以外の場も活用して、新技術や新製品の開発状況などにつ
いて情報提供を行い、より充実させる。

・取締役会での説明について、案件の説明が充実し、時間配分も適切である。一方で、
資料について、グラフを利用するなどより分かりやく、また、より早期に提供する、
といった改善の余地がある。



 
 

３．取締役会の運営を向上させる取組み 
本評価結果を踏まえ、以下の 3 点を継続的な取り組み事項として確認されました。 
・取締役会以外の場も活用した情報提供の更なる充実 
・分かりやすく整理された取締役会資料の提供 
・事前の検討が可能となるよう取締役会資料のより早期の提供 
 
今後も引き続き改善に取り組み、継続的な取締役会の実効性の向上と持続的な企業価

値の向上に努めてまいります。 
 
 

以 上 


